



先手子(f佐賀大i主l文.135号、 2∞6iド 12月)に続いて 193/1年発行の l~l話文総誌 í;，¥:;務部隊jの計三
i論部分の~l~f[j 1r試訳したO
f依然ÁI~規!J，本気が被っている ~J の符すf則定 IliJ I土筆名「ー11孔J ほか。ンj;::r，火樹 (1898~1975)。
彩化1}1i港出身。家庭は貧しく大工などをしたが、公学校に通いつつ、布、誌でi英文をうF:んだ。そ





卒業後、公や校教自ijとなる。 1933ir煩から rfin;rJI災'fiIUや付文雑誌 fフオルモサ.1(東京で発
行)などに{仇日i発表。 9~1;主文学もある。
「小説はYよるべき点があり ~J の諸手守「守絵J I土、2jqきらJ松茂(l905~59) 、合)\名微守強ほか。






















までも総殺を芥み、生ける械を司王っている。 lí:いに率先して時代遅れの~~~人たちに:iú iiÉ してよ;!，












iHt:にどうこう I:Iわれるものでもない!1mくところによれ{工、これが 1-(1 FlIJなのだそうだりこ
れが!よL初、の泌戦を引きj@こしたのだ!~vJ~ままだがjllドjlìíl<も hっていないのに、 jilij:t)l:の i手はすで、に
!l:.を:たって、矢もなくなってしまった。そこでwfuJ長官を叩いて:ifi.を引きI:.ljてしまった。ヰ(cliに




















(1) 然践的級の悲惨、*梁符の'，'í'i Jfri を Jí'lí き、有 I~\J1祈級の仮ifIjを引きはがすものO これは階級
文学に泌する。
(2) j'i=:fle1JJ:tどの;Nf.旬、燃燃ilJ伎の欠陥をtNiくもの。これはYJ;、愛:文学:に1{:'するの








る1務校い9兇j久次局をJ将術『前iき、 もう…Jiでは父J<lが紛仰を ìJ~定するという 'HiI!J (1守な;初J交を総f到する。この
i，li'd'を対!!立させるというつまらないものが大中である。このような1'ro，¥i，は、詰i代の;FH工人の
点ft.aとどんな迷いがあろうか?線かにこれはか!?fのji;絡に弘しめられたものであろう。しかし
丈誌がもしれ:会の突9兵隊、 lt Ìi~'の 5iiιI'fl:l:たろうとするならば、米 IJト!の荒地に I r.J かい、 W1壬を tft っ























な袋勢が合まれているそうだが、それは、そんなに日茶背茶だとは.'~、えない o i<1うなれば、 i良
l~iJとは{J'(I かに、幻HIII を!改める必~条{すとして、また生活/ríjJ牟に不可欠な栄j!f分として、全i 会改

















彩、は j}Î'頃、衣食のためではないが、総月!で忙しい。秋~t:'[\はまた Ti，、 lこ、/~/分のな:兇を技々に
1):1， してくれるよう命じた。課題作文は主主尽私のl{l:lli: とするところではないが、ただ~hどの手伝
いのためである。過分なfZみはなく、ただやれることをやっただけなので、よ日本的な例を本げ


























このような不:tMの'1'で、たくさんの然芯;ある文スー淡がFJI1本をおUìi~ して奈ff江主を FIJn した。例え










イf しているの例えば、務Jl:: ìli;'介のí' 1:や、明治fl'1dtの鉱jぷ'M'!'なと、いずれも伊~I~と~~~い小説
題材で、ある。込:のある小説家が、このlifにおいて新しいiさをHfHiして行ってほしい。
2. I~Qrlll は紙の上の舞台I~IJ であるが、]JL:{:Eの台湾文安保において、見る ílllí似のあるfp{a，がな
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'I~' ~fJ!~品になり、現在は''.!!:に千\ilO\[日?di~!}の IJI!lつぶしとなった。誌の i人j谷は深いjム}去を合むので、
mいられた話fiJ は 114i泊の人にとって[1J!.f9干しがたい~IUiÝ:が多いのである。また完全に平!パî1it







5 台湾で発去されたすべての泌~'l1 、雑記を ifLると、いい物がないと jU、う。もともと凶匁{ま
Jj)~Jむの I1母りとさ、ユーモア (ìH稿、前総)で、 H~ët;~をひきつけるものだが、lJ[:(Eの l;jir~D: 、 Nl
誌の '1' では、 ii支出;イトSj~j十日号渓 1\'(1~tすFrí己j だけがJえ々の1IJ だっこ j臣i う。
6 台湾文芸~'l.'.において、 Ij!でく見過ごしてはいけないのはかitJ;H{-文中:のぷI治であるけしかし、
あうんj、それは「水掛けI論}に過ぎなかった。:J是々にしてみれば、 ;t会な台湾:ilt文C1';:({ま存{E















































ョ:・斡 |色 1t 
校.iE. il 田義務l
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